
 

 
 

町制施行 70 周年記念 

作文コンクール審査結果 

 

【小学生部門（４～６年生）】 

最優秀賞  佐々木 莉乃 さん 

優 秀 賞  岩尾 蒼士郎 さん 

河野 すみれ さん 

 竹田 結音 さん 

 

【中学生部門】 

最優秀賞  髙橋 遼 さん 

優 秀 賞  大久保 真緒 さん 

麻生 健 さん 

 

応募総数 １０２点（小学生部門６６点、中学生部門３６点） 

 

 

 

 



 

 
 

≪講評≫ 

 

今回寄せられた作文は、一つひとつが皆さんの視点から描かれた、町の未来への希望や夢を感

じさせる素晴らしいものでした。 

 

それぞれの言葉の中には、町を愛し、より良い未来を築きたいという熱い思いが込められており、

大人である私たちも学ばされることがたくさんありました。 

 

応募作品は全部で１０２点で、最終審査に残った作品16点（小学生部門9点、中学生部門7点）

は、どれも力作ぞろいでした。 

審査は、4 人の審査員が、内容、構成や流れ、表現力、正確さなどの項目で点数化し、上位となっ

たものを中心に、合評し合う形で最優秀賞などを決めました。 

 

小学生部門で最優秀賞に選ばれた佐々木莉乃さんは、タデ原湿原での体験や感じたことを通じ

て、未来の九重町に豊かな自然を残してほしいと結んでいます。文章の運びがうまく、特に「タデ

原湿原。」と始まる出だしは、高原のさわやかな風を感じさせる文章で、誰もが最初の数行でタデ

原湿原に行きたくなることでしょう。最優秀賞を最後まで佐々木莉乃さんと迷ったのは、林業のこ

とを書いた河野すみれさんです。河野すみれさんは、森林の大切さや作業の大切さに触れなが

ら、森林破壊は自然の破壊につながり、災害の危険も高くなると、言います。河野すみれさんも

文章の運び方が工夫されており、最初に、主張したいことを林業従事者の話を通じてまとめてい

るのがとても印象に残ります。岩尾蒼士郎さん、竹田結音さんの作品も素晴らしかったです。二

人とも自然を守ることの大切さをうったえており、とても共感を覚えるものでした。 

 

中学生部門は、小学生部門に比べると、社会全体のことや個人のことに触れたものが多く、関心

の広がりや深まりを感じさせるものでした。 

特に評価が高かったのが、最優秀賞の高橋遼さんです。個人の体験談を書いており、テーマから

それているのではと思わせつつ、最後に、自分自身が挑戦し、「成長」するきっかけを作ったよう

に、「未来に向けて挑戦する小中学生を育てる町であり続けてほしい」と、与えられたテーマをも

ってくる展開の鮮やかさに審査員一同感心しました。最終選考に残った中でユーモアが一番あっ

たのが麻生健さんの作品です。「給食愛」あふれる文章は終始、ユーモアにあふれており、審査

委員一同「なぜか、印象に残ってしまう。引き込まれる」と口をそろえていました。おいしい作文を

ありがとうございました。大久保真緒さんは、中学生部門の中で、もっとも九重町に焦点を絞っ

た作品でした。「九重町は、もっと地球にやさしい町になる可能性を秘めている」という出だしは、

思わず続きを読みたくなります。また、町への提案のウエイトが高いのもポイントでした。 

 

この作文コンクールを通じて、小中学生の皆さん一人ひとりの言葉の中に、未来への可能性と町

への愛情を強く感じることができました。これからも、皆さんが自分の思いや夢を大切にしながら、



 

 
 

町の未来を担う存在として成長されることを、心から願っています。 

 

70 年の歴史を振り返りながら、私たちができることは、次の世代に「バトン」をつなぐことです。そ

のバトンを受け取ってくれるのは、小中学生の皆さんです。共に力を合わせて、明るく希望に満ち

た町の未来を築いていきましょう。 

 

素晴らしい作品を届けてくださった皆さんに心より感謝します。ありがとうございました。 

 

 

町制施行 70 周年記念事業実行委員会 

実行委員長 日野康志            

 

 

 

 

 

 

 

 


